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ＧＩＧＡスクール構想による整備事業 

【概要】 

 国のＧＩＧＡスクール構想の加速化と連動し、令和２年度中に学
校教育のＩＣＴ化を実現する。 

 「１人１台端末」と「高速通信ネットワーク」の一体的な整備に
より、学習活動を充実させる。 

【内容】 

 端末（小１～中３、教師用及び予備含む） 

 大型提示装置（各普通教室に１台） 

 基幹通信設備（各学校） 

 入出力支援装置（障害のある児童生徒に） 

 通信機器（必要に応じ、Wi-Fi環境のない家庭に） 

【課題】 

 ネットワーク等の維持管理費 

 デジタル教材の整備の充実 

 児童生徒の自宅への端末の持ち帰りのルール化 など 
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令和２年度 文部科学省補正予算（ＧＩＧＡ） 
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新型コロナウイルス感染症対策 

【概要】 

 「学校の新しい生活様式」を踏まえ、感染症対策を講じる。 

 子どもと教師、また、子どもと子どもの協働的な学び合いの中で行わ
れるという学校教育の特質を大事にしながら、子どもたちの健やかな
学びを保障する。 

【コロナの影響】 

 臨時休校（3/2-24,4/10-5/29）⇒ 分散登校を経て6/1に学校再開 

 夏休みの短縮（8/7-17の11日間に） 

 学校行事の延期や内容を工夫しての開催 など 

【内容】 

 マスク・アルコール消毒液の配布、非接触型体温計・換気ファンの導
入 

 学習指導員やスクール・サポート・スタッフの配置 

 就学援助による支援 など 

【課題】 

 空調設備の追加設置 

 トイレの洋式化・乾式化 など 
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令和３年度 文部科学省概算要求（コロナ） 
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令和３年度 文部科学省概算要求（コロナ） 
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豪雨災害からの復旧 

【概要】 

 被災した学校施設の復旧を図る。 

 安心かつ安全に学ぶことができる施設・設備を整備する。 

【内容】 

 被災児童生徒に対する教科書・学用品等の支給 

 みなと小の校舎１階部分・体育館の復旧 

 その他の学校施設の修繕・浚渫、グラウンドの整地 

【課題】 

 電源設備の嵩上げ、災害用電源の確保 

 災害時の児童生徒用の備蓄品の整備 

 避難所となる特別教室・体育館への空調設備の増新設 

 防災・減災教育の推進 など 
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令和３年度 文部科学省概算要求（学校施設） 
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その他 

 小中一貫校推進事業 

 併設型でのモデル校区の研究指定を行い、課題の把握と対策について
検討する。 

 学校運営協議会の設置（大牟田版コミュニティ・スクール） 

 保護者及び地域住民の学校運営への参画及び連携強化を推進する。 

 少人数学級編制 

 文科省において、学級編制標準の引下げを含め、よりきめ細かな指導
体制の計画的な整備について、予算編成過程において検討。 

 （本市の現状：３５人以下学級編制） 

 公立中学校夜間学級推進事業 

 調査研究を行い、課題の把握と対策について検討する。 8 


